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1PS e.rll axプ レスを使用して正しく修復物を製作するには、支台歯形成のガイドラインを必す守τて t■ 百 ‐

オールセラミックス修復のための基本的な支台歯形成方法

一鋭縁や鋭角を作らないようにします。

一マージンは内縁に丸みを持たせたショルダー、またはデイープシャンフアーを付与します c

― IPS eimaxプ レス用に記された最低限の厚みを確保します。

一最低限の厚みを守り、解音」学的形態を考慮します。

―マージンは内縁に丸みを持たせたシヨルダーまたはディープシャ

ンファーにし、最低 1.Ommの 厚みを持たせます。

一咬合面には最低 1.Ommの 厚みを持たせます。

―形成はできる限りエナメル質にとどめます。

一切縁にかかるマージン部は安静時、または咬合時に干渉しない箇

所に設けます。

一歯頸部および唇側面には最低 0,6mm、 切縁部は最低O.7mmの厚

みを持たせます。
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一最低限の厚みを守り、解割学的形態を考慮して均一に削除します。

マージンは内縁に丸みを持たせたショルダーまたはディープシヤ

ンフアーにし、最低 1.Ommの厚みを持たせます。

一切縁は最低 1.5mm、 唇側および舌個Jは最低 1.2mmの厚みを持た

せます。

一従来型またはセルフアドヒーシプの接着を行う場合(保持のため

に、十分な支台歯の高さを確保してください。
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―安静時、または咬合時の対合歯とのコンタク トを十分考慮します。

一マージン部は咬合接触部を避けてください。

一裂溝部の深さ、および幅はそれぞれ 1.Omm以上設けます。

一インレー辺縁の隅角部の角度は 100°～ 120°に設定します。ショル

ダーによる十分な支持が得られない場合、マージン辺縁にコンタクト

部を設定しないでください。

一セラミックス材に応力が集中しないよう内面の隅角は丸く処理します。

一スライスカット、ベベルやフェザーエッジにしないでください。

一安静時、または咬合時の対合歯とのコンタクトを十分考慮します。

一マージンは咬合接触部を避けてください。

一咬頭部は最低 1.5mmの厚みを持たせます。
一マージンは内縁部に丸みを持たせたショルダーまたはデイープシャン

フアーにし、最低 1.Ommの厚みを持たせます。

一安静時、または咬合時の対合歯とのコンタク トを十分考慮します。

―マージンは咬合接触部を避けてください。

一裂溝部の深さ、および幅はそれぞれ 1,Omm以上設けます。

一オンレー辺縁の隅角部の角度は 100°～ 120°に設定します。ショル

ダーによる十分な支持が得られない場合、マージン辺縁にコンタクト

部を設定しないでください。

一セラミックス材に応力が集中しないよう内面の隅角は丸く処理します。

一スライスカット、ベベルやフエザーエッジにしないでください。

一咬合面には最低 1.Ommの厚みを持たせます。

一最低限の厚みを守り、解剖学的形態を考慮して均―に削除します。

マニジンは内縁に丸みを持たせたシヨルダーまたはディープシャン

フアーにし、最低 1.Ommの厚みを持たせます。

一咬合面、唇側および舌イ員」は最低 1,5mmの厚みを持たせます。

一従来型またはセルフア ドヒーシブの接着を行う場合、保持のために、

十分な支台歯の高さを確保してください。
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咀曙力が異なるため、前歯部と臼歯部ではポンテイック幅の許容値に違いがあります。

ポンティック幅の決定は形成の前に行つてください。

一前歯部 (犬歯まで)のポンティック幅は 1l mm以下にしてください。

一小臼歯部 (犬歯から第二小臼歯まで)のポンティック幅は9mm以下にしてください。
一従来型またはセルフア ドヒーシブの接着を行う場合、保持力のある仕上げにし、十分な支台歯の高さを確保してください。


